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徽
典
館
は
、
甲
府
勤
番
士
と
そ
の
子
弟
を

教
育
す
る
目
的
で
、寛
政
８
年（
１
７
９
６
）に

創
設
さ
れ
た
。
当
初
は
、甲
府
学
問
所
と
称
し
、

以
前
か
ら
自
宅
で
勤
番
士
に
学
問
を
教
え
て

い
た
小
普
請
役 

富
田
富
五
郎
を
学
頭
に
抜
て

き
。
甲
府
城
追
手
門
前
に
あ
っ
た
そ
の
役
宅
を

仮
学
舎
と
し
、四
書
五
経
を
教
材
と
し
て
朱
子

学
を
講
じ
て
い
た
。
享
和
３
年
（
１
８
０
３
）に

入
る
と
、幕
命
に
よ
り
学
舎
は
追
手
門
南
に
移

築
さ
れ
、武
士
の
子
弟
だ
け
で
な
く
、志
あ
る

庶
民
へ
も
門
戸
を
開
放
し
て
官
学
と
し
て
の
体

裁
を
整
え
た
。
毎
月
１
日
、
15
日
、
28
日
と
五
節

句
を
除
く
日
は
、日
の
出
か
ら
昼
頃
ま
で
勉
学

し
、士
分
の
者
は
春
秋
二
回
の
試
験
を
受
け
た
。

結
果
は
幕
府
に
報
告
さ
れ
、
成
績
優
秀
者
は

出
世
の
糸
口
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

　
文
化
２
年（
１
８
０
５
）、大
学
頭
林
衡
が
「
書

経
舜
典
」
の
一
節
「
慎
徽
五
典
」（
慎
み
て
五
典

を
徽
く
す
）か
ら
「
徽
典
館
」
と
命
名
し
、甲
府

学
問
所
は
改
名
さ
れ
た
。
後
に
、学
舎
に
は
寛

政
の
改
革
を
行
っ
た
松
平
定
信
自
ら
が
揮
毫

し
た
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
た
。
現
在
、復
元
さ
れ

た
扁
額
が
山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
に
あ

る
。 

　
徽
典
館
に
は
、医
学
所
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、

勤
番
医
師
や
町
村
医
を
集
め
て
医
書
の
研
究

や
、漢
方
に
よ
る
処
方
を
修
め
た
医
師
の
養
成

が
行
わ
れ
て
い
た
。 

　
天
保
14
年（
１
８
４
３
）に
は
、江
戸
湯
島
に

あ
っ
た
幕
府
の
学
問
所 

昌
平
黌
か
ら
学
頭
が

派
遣
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
友
野
雄
助
と
乙

骨
彦
四
郎
が
初
代
学
頭
で
あ
る
。
安
政
の
大
獄

ま
で
の
歴
代
学
頭
に
は
岩
瀬
忠
震
を
は
じ
め
中

村
正
直
な
ど
幕
末
維
新
期
の
著
名
な
人
物
が

並
ぶ
。
特
に
、岩
瀬
は
外
国
奉
行
と
し
て
開
国

の
主
導
者
と
な
っ
た
。
徽
典
館
学
頭
は
、鎖
国
か

ら
開
国
へ
の
大
き
な
政
策
転
換
を
担
っ
た
開
明

派
幕
臣
の
登
竜
門
で
あ
っ
た
か
の
感
が
あ
る
。

ま
た
、甲
府
北
郊
の
名
勝
地
御
岳
昇
仙
峡
が
広

く
世
に
知
ら
れ
た
の
に
は
岩
瀬
忠
震
や
中
村

正
直
の
漢
詩
文
が
大
き
く
貢
献
し
た
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。 

　
こ
う
し
た
学
頭
の
教
え
子
の
中
に
、甲
府
勤

番
支
配
同
心
の
家
に
生
ま
れ
た
杉
浦
譲
が
い
る
。

杉
浦
は
、一
九
歳
で
教
授
方
手
伝
と
な
っ
た
。
そ

の
後
フ
ラ
ン
ス
に
派
遣
さ
れ
、明
治
政
府
で
は
郵

便
制
度
・
地
租
改
正
・
殖
産
興
業
な
ど
の
重
要

施
策
に
関
与
し
、合
理
主
義
に
貫
か
れ
た
近
代

実
務
官
僚
の
原
型
と
い
え
る
存
在
と
な
っ
た
。 

多
く
の
人
材
が 

徽
典
館
か
ら
巣
立
っ
た 

徽
典
館
か
ら 

山
梨
大
学
に
引
き
継
が
れ
る 

「
山
梨
教
育
」
の
礎 

　
徽
典
館
は
、明
治
５
年（
１
８
７
２
）の
学
制

改
革
に
よ
り
洋
学
中
心
の
開
智
学
校
と
な
り
、

初
等
教
員
の
養
成
所
と
し
て
の
師
範
講
習
学

校
な
ど
名
称
変
遷
を
経
て
山
梨
県
師
範
学
校

と
な
っ
た
。
昭
和
24
年（
１
９
４
９
）に
国
立
学
校

設
置
法
に
よ
り
山
梨
大
学
が
誕
生
す
る
と
、師

範
学
校
は
学
芸
学
部
と
し
て
包
括
さ
れ
た
。
学

芸
学
部
は
教
育
学
部
を
経
て
、現
在
、教
育
人

間
科
学
部
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、大
正
14
年（
１

９
２
５
）に
は
、山
梨
師
範
学
校
の
東
隣
に
山
梨

高
等
工
業
学
校
が
開
校
さ
れ
、旧
山
梨
大
学
の

形
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
。 

　
平
成
14
年（
２
０
０
２
）に
は
、旧
山
梨
大
学
と

旧
山
梨
医
科
大
学
が
統
合
し
山
梨
大
学
と
し
て

再
発
足
。
山
梨
大
学
は
教
育
人
間
科
学
部
・
工
学

部
・
医
学
部
の
三
学
部
か
ら
な
る
規
模
の
小
さ
な

国
立
大
学
法
人
で
あ
る
が
、そ
の
歴
史
は
国
立
大

学
法
人
の
中
で
最
も
古
い
部
類
に
属
し
て
い
る
。 

　
教
育
人
間
科
学
部
は
、小
、中
学
校
を
中
心
と

し
た
教
員
養
成
機
関
と
し
て
山
梨
の
学
校
教
育

に
携
わ
っ
た
多
く
の
教
育
者
や
地
域
産
業
の
担
い

手
を
育
て
て
き
た
。
工
学
部
で
は
、日
本
で
唯
一
の

ワ
イ
ン
技
術
者
養
成
講
座
を
設
け
ワ
イ
ン
科
学

士
の
認
定
を
行
っ
て
い
る
。こ
の
他
に
も
、燃
料
電

池
技
術
の
実
用
化
へ
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
新

分
野
の
産
業
の
創
出
も
期
待
さ
れ
る
最
新
の
研

究
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、医
学
と
工
学
を
融
合

さ
せ
た
医
療
技
術
の
開
発
な
ど
で
も
研
究
を
推

進
し
て
い
る
。 

　
徽
典
館
に
は
じ
ま
る
先
見
性
、創
造
性
に
富
ん

だ
人
材
の
養
成
は
今
に
引
き
継
が
れ
、「
山
梨
教

育
」
の
礎
か
ら
「
山
梨
の
産
業
」
の
発
展
を
支
え

て
い
る
。 

記事監修：山梨大学教育人間科学部 教授 齋藤康彦

写真提供：山梨日日新聞社発行「山梨百年」より

 

上／山梨大学教育人間科学部に復元された徽典館の扁額
下／現在の甲府中央公園に残る徽典館跡の碑

山梨県師範学校の2代目校舎。明治18年
に3階建て校舎が完成。同43年まで甲府の
錦町（中央1丁目）で県内の教育者を育てた。

山梨県師範学校の初代校舎。明治9年、甲府の錦町（中央1丁目）
に完成した藤村式の校舎。明治16年1月、失火により焼失した。

徽典館にはじまる先見と 
創造性に富んだ 
人材の養成は 
今に引き継がれている。 

徽典館にはじまる先見と 
創造性に富んだ 
人材の養成は 
今に引き継がれている。 
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